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聖書研究    第十二課 死 

人間が死ぬ時、彼はどうなるのでしょうか？ 私たちは、生命について、そしてそれは何か、そしてそ

の意味することをいくらか知っています。しかし、私たちが死ぬとき、現世において私たちに何が起

こるのでしょうか？ 私たちはどこに行くのでしょうか？ 天国？ 地獄？ 煉獄？ 辺獄？(*カトリック

教会において『原罪のうちに（すなわち洗礼の恵みを受けないまま）死んだが、永遠の地獄に定めら

れてはいない人間が、死後に行き着く』) 。前途の影の中に、何が私たちを待ち受けているのでしょう

か？ 私たちの愛する死んだ者たちはどうでしょうか？ 私たちは、聖書が神の言葉であることを知っ

ているので、私たちは情報の信頼できる源を、他のものに転ずるようなことをしないようにすべきで

はないでしょうか？ 死に関する聖書の教えは、矛盾のない、混乱させられないものです。そこには、

ある驚きさえ覚えるかもしれません。しかし、その答えは、道理にかなった、何よりも納得できる、

慰めとなるものです。   

 

１．イエスは、死についてどのように言われましたか？ ヨハネ 11：11-14 

 

２．旧約聖書は死をどのように言っていますか？ 申命 31：14-16；Ⅱサムエル 7：12  

 

 

３．パウロは、復活に関連づけて、死の状態をどのように理解していましたか？  

Ⅰテサロニケ 4：15，16；使徒 13：36  

 

 

４．旧約聖書のダニエルはどうでしょうか？ 彼は死と復活をどのように理解していたのでし 

ょうか？ ダニエル 12：2 

 

 

５．イエスは死と復活について何を教えましたか？ ヨハネ 5：28，29  

   

 

６．ただ一人、不死のお方はだれですか？ Ⅰテモテ 6：15，16；Ⅰテモテ 1：17 

 

 

７．神と比較して、人間はどのように言われていますか？ ローマ 1：23  

 

８．どんな地点で人間は不死になりますか？ Ⅰコリント 15：51-54 

 

 

注：聖書は、50 回以上も死を眠りとして述べています。死または「眠り／休息」の状態を理解す

るために、私たちはまず生命の状態を理解しなければなりません。 

 

９．神は人間を生きた魂（もの）とするために、どんな二つの要素を結合させましたか？ 
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創世 2：7 

                      

10．私たちが死ぬ時、神が魂の創造において用いられた逆にする方法とは、どんなものなの

でしょうか？ 詩編 104：29 

 

 

11．魂は死ぬことができますか？ エゼキエル 18：20 

 

12．生命が終わる時、何が残りますか？ 創世 3：19 

 

13．聖書は「生命」をどのように定義していますか？ ヨブ 27：3 

 

14．息が神に戻る時、何が起こりますか？ ヨブ 14：10-12  

 

 

注：神は生きた魂をアダムに挿入したのではありません。アダムは神からの息または霊が、体に

加わった組合せの結果として、生きた魂（もの）となりました。電球が電気につながれる時、私

たちは光を受けるのです。電球に光を挿入する人はいません。それは、それらの二つの構成要素

の結合の結果です。私たちが電気を取り去る時、その光は実在することを止めます。聖書による

と、魂は、体に息または霊が加わった組合せです。神の息（生命の活力）または「霊」が体から

離れる時、魂は実在することを止めるのです。 

 

           ちり＋息＝魂 

           魂－息＝ちり 

 

15．人間は、彼が死んでいる期間、どれだけのことを知っていますか？ 伝道 9：5，6，10 

 

 

16．死人は神を賛美することができますか？ 詩編 115：17 

17．死んだ人は「死んだ魂」幽霊として彼の家に戻ることができますか？ ヨブ 7：9，10 

  

注：以前に私たちが学んだように、多くの悪魔たちは、特に、死んだ愛する者に扮する（まねる）

奇跡を行うことができます。こんな話があります。死人の状態について説教した伝道者がいまし

話。すると､聴衆の人々の中のひとりに、以前に死んだ彼の妻が「出現」したというのです。彼女

は彼女の妻と同じ声と癖を持っていました。この聖書の教えを確信していた彼は、彼の「妻」に、

イエス・キリストの名によって立ち去ることを告げました、すると、彼女は消えて、悪魔に替(川)

りました。真理は、ただ神のみ言葉だけにあるのです。 

結論：ですから、人間が死ぬ時、彼はどこか他のところで生きるのではありません。彼は天

国にも、地獄にも、煉獄にも居ません。彼はどこにも、どんな状態ででも、全然生きていま

せん。彼は、寝ている状態か、無意識の状態にあります。死人は、イエスが来るまで、彼ら
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の墓の中で静かに休んでいます。そして、私たちが考えることをまったく止めるとしたら、

この（止めてしまった）現状を、どのように改善（またよく考え始めることが）できるよう

になるのでしょうか？ いつものように、神は最善のものを用意しておられます。亡くなった

者が天から見下ろして、彼の死んだことによる苦痛と深い悲しみを見させことはありません。

夫または妻が死んだ後に、残された配偶者が、愛をすぐに他の人に移すのを見ることを許し

ません。両親が､子供たちが、いろんな問題で苦しんでのを目撃させることはありません。そ

の代わりに、イエスは、無意識の眠りの短期間である死を用意しました。死んだ者に苦痛は

ありません、なぜなら彼らには過ぎゆく時の意識がないからです。彼らは寝入っていて、次

の瞬間（そのように思われる）彼らは目覚め、そして彼らの愛する者たちやイエスと、再会

するのです。 
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第十二課の答えとなる鍵 

 

質問１．眠り。 

 

質問２．眠り。 

 

質問３．復活までの眠り。 

 

質問４．復活までの眠り。 

  

質問５．復活までの墓の中での休息。  

 

質問６．神。 

  

質問７．死ぬ運命にある。 

 

質問 8．再臨または復活で。 

 

質問 9．ちりと神の命の息。 

 

質問 10．神の息が取り去られる時；彼らは死んでちりに戻ります。 

 

質問 11．はい。 

 

質問 12．ちり。 

 

質問 13．神の息（NKJV） 

 

質問 14．彼は死にます、または、ちりに戻ります。 

 

質問 15．何もありません。 

 

質問 16．いいえ。 

 

質問 17．いいえ。 

 

 

 


